
行 政

■
安
全
対
策
課（
内
線
2
1
7
）

消
防
団
団
長
、分
団
長
が
退
団 

（
敬
称
略
）

　
長
年
に
わ
た
り
、地
域
防
災
の
た
め
に
ご
尽
力
さ

れ
た
皆
さ
ん
で
す
。ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　    

右
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　 

久
保 

明
憲 

　
　
　
　
　
　
　
　 

福
田 

末
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木
村 

芳
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市
長

　
　
　
　
　
　
　    

中
嶋 

昭
広 

　
　
　
　
　
　   

　 

山
本 

豊
一
郎

　
　
　
　
　
　
　    

福
田 

裕
二 

（
○
内
の
数
字
は
所
属
分
団
の
略
）

　

⑦⑤⑥⑬
（
前
団
長
）

③

■
こ
ど
も
家
庭
課 

☎
54
９
１
０
０

寡
婦
表
彰 

（
敬
称
略
）

　
本
市
に
居
住
す
る
人
で
寡
婦
と
な
っ
て
４０
年

以
上
独
力
で
子
ど
も
の
養
育
を
果
た
さ
れ
、社

会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
８
人
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。 （
5
月
８
日
、市
コ
ミ
セ
ン
）

桑
戸

道
信

吉
野

小
林

堤片
渕
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■
地
域
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ん
き
課（
内
線
１
８
５
）

永
年
勤
続
功
労
者
表
彰 

（
敬
称
略
）

　
長
年
に
わ
た
り
、行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、地
域
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
15
人
の

行
政
委
員
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

（
5
月
16
日
、市
コ
ミ
セ
ン
）
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井
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井
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利

　
　
　
渡
辺
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之

　
　
　
秋
寄
　
博
之
　 （

有
楽
町
）

（
協
和
町
）

（
雄
ケ
原
）

（
中
央
町
）

（
外
浦
小
路
）

（
上
久
原
）

（
岩
舟
）

（
本
小
路
）

（
玖
島
江
迎
）

（
三
城
第
一
）

（
坂
口
）

（
中
諏
訪
）

（
水
田
町
）

（
桜
馬
場
第
一
）

（
堺
町
）　

か

ふ
大
村
市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

事
業
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　
6
月
1
日
付
で
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
管

理
者
が
就
任
し
ま
し
た
。

▼
市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
管
理
者

　
田
中
　
克
史

　

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
夏
場
の
電
力
不
足

が
予
想
さ
れ
ま
す
。ご
家
庭
、事
業
所
な
ど
で
節
電

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

節
電
対
策
例

・
エ
ア
コ
ン
…
設
定
温
度
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
照
明
…
こ
ま
め
に
消
灯
し
ま
し
ょ
う
。

・
冷
蔵
庫
…
詰
め
込
み
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
待
機
電
力
…
テ
レ
ビ
な
ど
主
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

■
企
画
調
整
課（
内
線
2
2
9
）

■
都
市
計
画
課（
内
線
４
３
３
）

■
人
事
課（
内
線
２
７
２
）

市
の「
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」を

募
集
し
ま
す

第
7
回
都
市
景
観
賞
作
品
を

募
集
し
ま
す

環
境
セ
ン
タ
ー
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
ま
す

■
企
画
調
整
課（
内
線
２
２
６
）

　
市
は
、平
成
24
年
２
月
11
日
に
市
制
施
行
70

周
年
を
迎
え
ま
す
。そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、行

事
や
観
光
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る「
大

村
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

　
市
民
に
愛
さ
れ
、親
し
み
や
す
く
、大
村
市
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ア
イ
デ
ア
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
開
始
　
７
月
中
旬（
予
定
）

※
詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や「
広
報
お
お

　
む
ら
８
月
号
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
区
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
松
原
地
区
の

日
程
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
５
）

　「
広
報
お
お
む
ら
６
月
号
」で
お
知
ら
せ
し

た
地
区
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
日
程
の
う
ち
、

松
原
地
区
の
開
催
日
を
次
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
。

▼
松
原
地
区

と
き
　
７
月
20
日
㈬
、午
後
7
時
〜
９
時

と
こ
ろ
　
八
幡
神
社
社
務
所

　
市
は
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、大

村
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
な
み
や
建
物
な
ど
の
作
品

を
募
集
し
、表
彰
し
ま
す
。

大
村
市
都
市
景
観
賞

▼
テ
ー
マ

「
み
ん
な
に
教
え
た
い
大
村
の
よ
か
と
こ
ろ
」

▼
対
　象

建
物
部
門
・・・
大
村
の
風
土
や
景
観
に
ふ
さ
わ
し

い
建
築
物

ま
ち
な
み
部
門
・・・
大
村
の
美
し
い
ま
ち
な
み
や

通
り
な
ど

※
こ
れ
ま
で
の
受
賞
作
品
は
除
き
ま
す
。

※
抽
選
で
粗
品
を
進
呈
。

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

▼
テ
ー
マ

「
わ
た
し
の
お
気
に
入
り
の〝
お
お
む
ら
〞」

▼
規
　格
　
ワ
イ
ド
４
つ
切
り
サ
イ
ズ（
カ
ラ
ー
、モ

ノ
ク
ロ
は
問
い
ま
せ
ん
）

※
応
募
作
品
は
市
に
帰
属
し
、原
則
と
し
て
返
却

　
し
ま
せ
ん
。

※
全
員
の
人
に
粗
品
を
進
呈
。

▼
応
募
方
法
　
市
役
所
や
住
民
セ
ン
タ
ー
、市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
配
布
す
る
応
募
チ
ラ
シ
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間
　
７
月
１
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈬

▼
応
募
資
格

　
18
歳
以
上（
高
校
生
は
除
く
）で
、体
力
に
自
信

が
あ
り
、雇
用
期
間
中
を
全
日
勤
務
で
き
る
人

▼
申
込
方
法

 

写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
を
人
事
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、提
出
の
際
に
申
込
書
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、郵
送
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。（
代
理
人
の
申
し
込
み
可
）

▼
申
込
期
限

　
７
月
７
日
㈭

　※

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分（
土

　
　
日
を
除
く
）

業務内容

雇用期間

勤務時間

業務内容

雇用期間

勤務時間

ごみ収集業務

焼却処理施設の業務補助

前期：7月19日㈫～ 8月6日㈯
後期：8月8日㈪～ 8月27日㈯

7月19日㈫～ 8月27日㈯

月、火、木、金
水
土

8：30～17：15（休憩60分）
8：30～12：30
8：30～12：15

月、火、木、金
水
土

8：30～17：15（休憩60分）
8：30～12：30
8：30～12：15

市内の交通事故発生状況 5月末現在　※（　）内は前年同期比

▼人身事故 189件（－26） ▼死      者     1人（－2）

▼負 傷 者 254件（－37） ▼物損事故 601件（＋35）

た
な
か

か
つ
し

（
略
歴
）

佐
世
保
重
工
業

旧
森
山
町
長

元
県
議
会
議
員
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管
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6
月
1
日
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管
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就
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し
ま
し
た
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に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
夏
場
の
電
力
不
足

が
予
想
さ
れ
ま
す
。ご
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庭
、事
業
所
な
ど
で
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の
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を
お
願
い
し
ま
す
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す
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に
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大
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の
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と
こ
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建
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こ
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。
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ロ
は
問
い
ま
せ
ん
）

※
応
募
作
品
は
市
に
帰
属
し
、原
則
と
し
て
返
却

　
し
ま
せ
ん
。

※
全
員
の
人
に
粗
品
を
進
呈
。

▼
応
募
方
法
　
市
役
所
や
住
民
セ
ン
タ
ー
、市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
配
布
す
る
応
募
チ
ラ
シ
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間
　
７
月
１
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈬

▼
応
募
資
格

　
18
歳
以
上（
高
校
生
は
除
く
）で
、体
力
に
自
信

が
あ
り
、雇
用
期
間
中
を
全
日
勤
務
で
き
る
人

▼
申
込
方
法

 

写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
を
人
事
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、提
出
の
際
に
申
込
書
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、郵
送
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。（
代
理
人
の
申
し
込
み
可
）

▼
申
込
期
限

　
７
月
７
日
㈭

　※

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分（
土

　
　
日
を
除
く
）

業務内容

雇用期間

勤務時間

業務内容

雇用期間

勤務時間

ごみ収集業務

焼却処理施設の業務補助

前期：7月19日㈫～ 8月6日㈯
後期：8月8日㈪～ 8月27日㈯

7月19日㈫～ 8月27日㈯

月、火、木、金
水
土

8：30～17：15（休憩60分）
8：30～12：30
8：30～12：15

月、火、木、金
水
土

8：30～17：15（休憩60分）
8：30～12：30
8：30～12：15

市内の交通事故発生状況 5月末現在　※（　）内は前年同期比
▼人身事故 189件（－26） ▼死      者     1人（－2）

▼負 傷 者 254件（－37） ▼物損事故 601件（＋35）

た
な
か

か
つ
し

（
略
歴
）

佐
世
保
重
工
業

旧
森
山
町
長

元
県
議
会
議
員
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OMURA CITY information

　
　
本
市
長
は
、ボ
ー
ト
レ
ー
ス

　
　
関
係
団
体
や
文
化
庁
、外

務
省
な
ど
を
訪
問
し
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
９
日
は
、ボ
ー
ト
レ
ー
ス
関
係

６
団
体
を
訪
問
し
、日
本
財
団
へ

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
を
渡

し
ま
し
た
。各
団
体
か
ら
は
、「
大

村
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
」の
経
営
努
力

を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
、市

長
は
、Ｓ
Ｇ
レ
ー
ス
の
３
年
連
続

開
催
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、黒
丸
踊
り
の
国
指
定
に

つ
い
て
の
要
望
や
駅
前
再
開
発
に

関
す
る
協
議
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。

5/9～11
松
本
市
長
が
上
京
し

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た

松

　
　
村
市
の
幹
線
道
路
の
整
備

　
　
促
進
を
図
る
た
め
、市
や

商
工
会
議
所
な
ど
12
団
体
で
組

織
す
る「
国
道
34
号
等
大
村
市

内
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成

会
」の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、国
道
34
号
の
国

立
医
療
セ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
か

ら
久
原
２
丁
目
交
差
点
付
近
ま

で
の
拡
幅
工
事
が
完
了
し
供
用

開
始
さ
れ
た
こ
と
や
、久
原
池
田

線
や
池
田
沖
田
線
の
全
線
が
県

道
認
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
期
成
会
で
は
今
後
も
協
力

し
、国
道
34
号
の
渋
滞
緩
和
や

幹
線
道
路
網
の
早
期
整
備
を
目

指
し
て
、国
や
県
に
対
し
て
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

5/17
国
道
34
号
等
大
村
市
内
幹
線

道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会

大

5/26

　
　
田
謹
吾
少
年
の
銅
像
建
立

　
　
25
周
年
を
記
念
し
て
、松
本

市
長
、辻
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

姉
妹
都
市
の
秋
田
県
仙
北
市
側
か

ら
は
門
脇
光
浩
市
長
、佐
藤
峯
夫

市
議
会
議
長
な
ど
が
参
加
し
て
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
銅
像
は
、戊
辰
戦
争
で
大

村
藩
か
ら
出
兵
し
戦
死
し
た
濱

田
謹
吾
少
年
な
ど
の
戦
没
者
を

慰
霊
す
る
た
め
昭
和
61
年
に
建

て
ら
れ
、こ
の
歴
史
的
背
景
が
縁

で
、市
は
角
館
町（
現
仙
北
市
）と

姉
妹
都
市
を
提
携
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
、今
後
ま

す
ま
す
の
交
流
と
親
善
を
深
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　
朽
化
し
た
旧
杭
出
津
送
水

　
　
ポ
ン
プ
所
の
建
て
替
え
工

事
が
完
了
し
、杭
出
津
浄
水
場

か
ら
の
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
近
年
の
少
雨
傾
向
で
、

萱
瀬
ダ
ム
の
取
水
制
限
が
頻
繁

に
行
わ
れ
、市
の
水
事
情
が
逼
迫

す
る
状
況
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

既
存
の
水
源
の
活
用
を
図
る
た

め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
新
施
設
で
は
、安
全
な
水
を

供
給
す
る
た
め
紫
外
線
処
理
設

備
を
設
置
し
、主
に
大
村
駅
付

近
か
ら
久
原
方
面
の
地
域
に
か

け
て
、１
日
あ
た
り
２
，４
４
０
㎥

の
給
水
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

6/10濱

　
　
雨
の
時
期
を
前
に
、副
市

　
　
長
を
は
じ
め
、県
央
振
興

局
、警
察
署
、消
防
署
、消
防
団

な
ど
の
関
係
団
体
が
、市
内
の
河

川
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
雨
が
降
る
中
、郡
川
や
よ
し
川

の
改
修
工
事
現
場
を
訪
れ
、そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
者
に
現
在
の
管

理
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、松
本
市
長
や

委
員
40
人
が
出
席
し
、大
村
市

防
災
会
議
が
行
わ
れ
、「
大
村
市

地
域
防
災
・
水
防
計
画
」の
主
な

改
正
点
の
審
議
や
、昨
年
度
の

災
害
実
績
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

災
害
に
対
す
る
連
携
強
化
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

5/31老
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杭
出
津
浄
水
場
が
完
成

濱
田
謹
吾
銅
像
建
立

25
周
年
記
念
式
典

災
害
に
備
え
連
携
強
化

を
再
確
認

梅

ぼ
し
ん

か
く
の
だ
て

せ
ん
ぼ
く

か
ど
わ
き

さ
と
う

み
ね
お

み
つ
ひ
ろ

行 政

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
人
へ

　
８
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
現
在
お
使
い
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま

で
で
す
。新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、記
載
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

●
内
容

　
医
療
機
関
な
ど
で
提
示
す
る
と
、入
院
時
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
、食
事
代
も
減
額
さ
れ

ま
す
。

●
対
象

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
人

●
申
請
方
法

　
保
険
証
と
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、担
当
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、引
き
続
き
対
象

　
と
な
る
人
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。保
険
証

　
に
同
封
し
て
新
し
い
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
保
険
料
の
軽
減

　
所
得
が
少
な
い
人
は
、世
帯（
世
帯
主
と
被
保
険
者
）

の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す
。

●
均
等
割
の
軽
減（
年
間
の
均
等
割
額
は
４
２
，４
０
０
円
）

　
世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯
主
の
前
年
の
合
計
所

得
額
に
応
じ
、９
割
、８・５
割
、５
割
、２
割
を
減
額

●
所
得
割
の
軽
減

　
総
所
得
額
か
ら
基
礎
控
除
額（
33
万
円
）を
差
し
引

い
た
額
が
58
万
円
以
下
の
場
合（
年
金
収
入
２
１
１
万

円
ま
で
）…
５
割
減
額

●
被
扶
養
者
へ
の
軽
減

　
こ
の
制
度
に
加
入
す
る
前
日
ま
で
に
健
康
保
険（
国

民
健
康
保
険
は
除
く
）な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、

保
険
料
の
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、あ
ら
た
め
て
手
続

　
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、分
割
納
付
な
ど

が
で
き
ま
す
の
で
、担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま

た
、失
業
や
災

害
な
ど
の
特
別

な
事
情
が
あ
る

場
合
は
、減
免

の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

■
税
務
課（
内
線
１
２
５
）

●
所
得
税
、自
動
車
重
量
税
が
還
付
さ
れ
ま
す

　
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
は
、税
務
署
で
手
続

き
を
行
う
と
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が
受
け
ら

れ
、所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、廃
車

と
な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税
の
還
付
な

ど
の
特
例
も
あ
り
ま
す
。

■
諫
早
税
務
署
☎
㉒
１
３
７
０

※

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。（http://www.nta.go.jp

）

●
市
税
の
特
例

　
住
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
な
ど

も
特
例
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」が
被
災
地
支
援
に

　
被
災
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、自
治
体
を
通
じ
て

の
被
災
者
に
対
す
る
義
援
金
は「
ふ
る
さ
と
寄
附

金
」と
し
て
住
民
税
・
所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

※
日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募
金
会
な
ど
へ

　
の
義
援
金
も
同
様
で
す
。

※
詳
し
く
は
総
務
省
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
が
必
要
な
人
へ

　
市
国
保
加
入
の
人（
70
歳
以
上
は
非
課
税
世
帯

の
人
の
み
）で
、８
月
１
日
以
降
も「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」が
必
要
な
人
は
、更

新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
持
参
品
　
・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
現
在
使
用
中
の
認
定
証
　
・
印
か
ん

・
入
院
期
間
が
わ
か
る
領
収
書
な
ど（
住
民
税
非

　
課
税
世
帯
で
長
期
入
院
中
の
人
）

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
９
）

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
０
）

　
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
５（
８
１
６
）３
９
３
０

（
http://w

w
w
.soum

u.go.jp）

ひ
っ
ぱ
く

ひ
ん
ぱ
ん
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